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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外周面に多条溝状のローレット目が周設された一対の丸形ダイスが、回転軸を平行に配
設されており、前記両丸形ダイスの間に円柱状の被加工物を配置して、この丸形ダイスを
回転動しつつ前記被加工物方向に押圧動することにより、前記被加工物の外周面に網目、
平目等のローレット模様域内に刻印表示する装置において、
　前記各丸形ダイスの外周面には、前記被加工物の外周面上の所定個所を前記ローレット
模様がない無模様部にすることとなる前記ローレット目の省略部が設けられていると共に
、この省略部は、前記無模様部に、商標、商品番号、図柄など刻印表示する取外し可能な
刻印板の配設手段を備えており、しかも前記ローレット加工時における両丸形ダイスと被
加工物の周面接触回転動にあって、前記被加工物の所定個所と前記各丸形ダイスの無模様
部を合致させるように、両丸形ダイスを同期回転させるようにしたことを特徴とするロー
レット模様域内に刻印表示する装置。
【請求項２】
　ローレット目の省略部は、各丸形ダイスの外周面に穴を凹設することによる前記請求項
１に記載のローレット模様域内に刻印する装置。
【請求項３】
　穴には、刻印版の配設手段を設けていることを特徴とする前記請求項１または２に記載
のローレット模様域内に刻印表示する装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、締付け工具の円柱状把持部周面に滑り止めとして形成するローレット模様な
ど、円柱状の被加工物の外周面にローレット加工を行なうもので、詳しくは、被加工物の
外周面にローレット加工すると共に、ローレット模様域内にこのローレット模様が無い部
分を設け、この無模様部に商標、品番や図柄などを刻印表示する装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　締付け工具の円柱状把持部周面に滑り止めとして形成された網目状や平目状のローレッ
ト模様のごとく、円柱状の被加工物の外周面にローレット模様を加工する手段は、外周面
に多条溝状のローレット目が周設された一対の丸形ダイスが回転軸を平行にした状態で配
設されており、この両丸形ダイス間に被加工物を配置して、丸形ダイスを回転動すると共
に、被加工物方向に押圧動することにより、被加工物の外周面にローレット模様を形成す
る公知の押転造による手段のほか、切削式手段などがある（参考として特許文献１、特許
文献２、非特許文献３）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１４４１５６号公報
【０００４】
【特許文献２】特開２００２－３０７２５０号公報
【非特許文献１】岡野修一　他著　「図説機械用語事典増補版」、実教出版株式会社、２
００１年１２月２０日、ｐ２８１，ｐ４７３
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　締付け工具の円柱状把持部などに形成されたローレット模様は、網目（あや目とも称さ
れる）や平目などの目の種類や、粗目、中目、細目など目の粗密による態様の違いはある
が、概ね所定の加工域全面にわたって施されている。
【０００６】
　本発明は、円柱状の被加工物の外周面にローレット模様を形成すると同時に、ローレッ
ト模様域内にこの模様がない無模様部分を設けると共に、この無模様部分に商標や商品番
号、図柄などを刻印表示する装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　外周面に多条溝状のローレット目が周設された一対の丸形ダイスが、回転軸を平行に配
設されており、前記両丸形ダイスの間に円柱状の被加工物を配置して、この丸形ダイスを
回転動しつつ前記被加工物方向に押圧動することにより、前記被加工物の外周面に網目、
平目等のローレット模様域内に刻印表示する装置において、前記各丸形ダイスの外周面に
は、前記被加工物の外周面上の所定個所を前記ローレット模様がない無模様部にすること
となる前記ローレット目の省略部が設けられていると共に、この省略部は、前記無模様部
に、商標、商品番号、図柄など刻印表示する取外し可能な刻印板の配設手段を備えており
、しかも前記ローレット加工時における両丸形ダイスと被加工物の周面接触回転動にあっ
て、前記被加工物の所定個所と前記各丸形ダイスの無模様部を合致させるように、両丸形
ダイスを同期回転させるようにしたことを基本的手段とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明における装置によれば、ローレット加工時における両丸形ダイスと被加工面の周
面接触回転動にあって、両丸形ダイスの同期回転に伴ない、被加工物の外周面上の所定個
所と合致する各丸形ダイスの外周面上の部位に、前記所定個所をローレット模様がない無
模様部にすることとなるローレット目の省略部が設けられており、そしてこの省略部は、
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商標、商品番号や図柄などの刻印版が配設可能に構成され、一方の丸形ダイスに刻印版を
配設固定して被加工物を加工すると、被加工物の外周面にローレット模様を形成すると共
に、このローレット模様域内に商標などを刻印表示することができるのみか、図柄表示も
可能であり、更に刻印版を取外した状態で加工することにより、ローレット模様域内に無
模様個所が表出され、これが柄ともなるものであり、しかも所望の形状、大きさ、配置の
刻印表示や無模様の形成も可能となるものである。
【実施例】
【０００９】
　図は本発明に係るローレット模様域内に刻印表示する装置の実施例を示すもので、以下
各図に基づき説明する。
【００１０】
　この実施例におけるローレット加工装置は、締付け工具の把持部など円柱状の被加工物
１の外周面にローレット模様を形成するもので、外周面に多条溝状のローレット目Ａが周
設された一対の丸形ダイス２，３と、この両丸形ダイス２，３間に配設された被加工物１
の支持台４とで概略構成されており、前記一対の丸形ダイス２，３は、互いの回転軸心２
ａ，３ａを同一線上に配置させた態様で平行に配設され、支持台４上に載置した被加工物
１の中心を両丸形ダイス２，３の軸心２ａ，３ａと同一線上に配列させた状態で、この丸
形ダイス２，３を回転動すると共に、被加工物１方向に押圧動することにより、互いの周
面が接触しながら回転動する過程において被加工物１の外周面にローレット加工するもの
で、ここでは、各丸形ダイス２，３の外周面に多数の斜目条溝によるローレット目Ａが周
設されており、これにより被加工物１の外周面１ａには、網目（あや目とも称される）ロ
ーレット模様Ｂが形成される（図１、図２）。
【００１１】
　そしてこのローレット加工装置にあっては、被加工物１の外周面１ａに、前記のごとく
ローレット模様Ｂを形成すると同時に、このローレット模様Ｂ域内の所定の個所に、ロー
レット模様Ｂがない無模様部１ｂを設けると共に、この無模様部１ｂに商標、品番や図柄
などＣを刻印加工するもので、この実施例では、被加工物１の外周面１ａにおける円周上
等位置となる２個所に前記刻印加工をするものである。
【００１２】
　しかして、各丸形ダイス２，３には、被加工物１の円周寸法の２分の１の寸法Ｄをもっ
て各丸形ダイス２，３の円周を等分割した外周面上の各部位、換言すれば、この丸形ダイ
ス２，３の回転軸心２ａ，３ａを中心として等円弧角度となる外周面上の各部位に、方形
の穴５が凹設されており、これにより各丸形ダイス２，３は、ローレット目Ａの周設域内
に、このローレット目Ａが省略された省略部２ｂ，３ｂが形成される。
【００１３】
　更にこの丸形ダイス２，３の一方端面には、各穴５方向に有底の挿入孔２ｃ，３ｃが穿
設され、挿入孔２ｃ，３ｃと各穴５との間にネジ孔２ｄ，３ｄが設けられており、一方の
丸形ダイス２の各穴５には、商標や品番、図柄などの刻印版６が、印面をローレット目Ａ
面と同面とした状態で嵌め込まれ、挿入孔２ｃ，３ｃから挿入した止めネジ７によりネジ
孔２ｄ，３ｄを介して固定されてなるもので（図３、４）、この両丸形ダイス２、３は、
加工時にあって各丸形ダイス２，３に凹設された互いの穴５が同回転角度を維持しつつ回
転動するように同期回転制御される。
【００１４】
　そして、支持台４に被加工物１を載置して両丸形ダイス２，３を同期回転動すると共に
、被加工物１方向に押圧動することにより、各丸形ダイス２，３に周設されたローレット
目Ａにより被加工物１の外周面１ａにローレット模様Ｂ（この例では網目）が形成される
と共に、一方の丸形ダイス２の穴５に嵌合固定された刻印版６により、ローレット模様Ｂ
域内の円周上の２個所に商標、品番や図柄などが刻印されるもので（図５）、この際両丸
形ダイス２，３は同期回転されているので、刻印個所は他方の丸形ダイス３の穴５に合致
して潰されることなく刻設される。
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【００１５】
　すなわち、直径３０ｍｍの被加工物１の外周面１ａにおける円周上の等位置となる２個
所に、直径１２０ｍｍの丸形ダイス２，３で刻印加工をする例にあっては、丸形ダイス２
，３の回転軸心２ａ，３ａを中心として等円弧角４５°となる外周面上の各部位（円弧寸
法４７．１ｍｍ）８個所に方形の穴５を設けることとなる（図１、２）。
【００１６】
　勿論刻印個所数や位置及び刻印形状すなわち丸形ダイス２，３に凹設された穴５の個数
、位置、形状は任意であり、また刻印を要しない場合は、各穴５に嵌合固定された刻印版
６を取り外すことにより、ローレット目Ａが省略された穴５部分（省略部２ｂ，３ｂ）が
ローレット模様Ｂ域内において無模様部１ｂとして表出され、この穴５（省略部２ｂ，３
ｂ）の形状、大きさや配置を考慮することにより、これがローレット模様Ｂ域における柄
ともなるもので（図７）、これは、穴５を凹設することなく、丸形ダイス２，３に周設さ
れたローレット目Ａの所望個所を所望形状に省略（削除）することによっても可能である
。
【００１７】
　前記のごとくこの実施例のローレット加工装置によれば、ローレット加工時における両
丸形ダイス２，３と被加工面１の周面接触回転動にあって、両丸形ダイス２，３の同期回
転に伴ない、被加工物１の外周面１ａ上の所定個所と合致する各丸形ダイス２，３の外周
面上の部位に、前記所定個所をローレット模様がない無模様部１ｂにすることとなると共
に、ローレット目を省略（削除）した省略部２ａ，３ａとなる穴５が凹設されており、そ
してこの省略部２ａ，３ａである穴５は、商標、商品番号や図柄などの刻印版６が配設可
能に構成され、一方の丸形ダイス２の穴５に刻印版６を配設固定して被加工物１を加工す
るものであるから、被加工物の外周面にローレット模様を形成すると共に、このローレッ
ト模様域内に商標などを刻印表示することができるのみか、図柄表示も可能であり、更に
刻印版を取外した状態で加工することにより、ローレット模様域内に無模様個所が表出さ
れ、これが柄ともなるものであり、しかも所望の形状、大きさ、配置の刻印表示や無模様
の形成も可能となるものである。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】ローレット加工装置の正面図。
【図２】ローレット加工装置の平面図。
【図３】穴部位の正面断面図。
【図４】図３の側面断面図。
【図５】ローレット模様域内に刻印した状態の被加工物の正面図。
【図６】図５の側面図。
【図７】ローレット模様域内に無模様柄を形成した状態の被加工物の正面図。
【符号の説明】
【００１９】
１　　　　　被加工物
１ａ　　　　外周面
１ｂ　　　　無模様部
２，３　　　丸形ダイス
２ａ，３ａ　回転軸心
２ｂ，３ｂ　省略部
２ｃ，３ｃ　挿入孔
２ｄ，３ｄ　ネジ孔
４　　　　　支持台
５　　　　　穴
６　　　　　刻印版
７　　　　　止めネジ
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Ａ　　　　　ローレット目
Ｂ　　　　　ローレット模様
Ｃ　　　　　商標，品番，図柄など

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(6) JP 4744094 B2 2011.8.10

【図５】 【図６】

【図７】



(7) JP 4744094 B2 2011.8.10

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００２－２１０８２２（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－８４７０３（ＪＰ，Ａ）
              特開昭５２－３０５２３（ＪＰ，Ａ）
              特公昭５９－３９３１５（ＪＰ，Ｂ２）
              特開昭６０－１２１０２６（ＪＰ，Ａ）
              米国特許第２６３９６６０（ＵＳ，Ａ）
              実開平２－１４４２３９（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              B23P9/02
              B21H7/14


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

